
　　

今月の主な内容 今月の表紙
寺本町長就任のごあいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
地上デジタル放送受信支援（商品券交付）の
手続きはお済みですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
きみのさくら記念植樹イベント開かれる・・・・・・・・４
まちの話題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５
健康・福祉ガイド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６～７
お知らせ・募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８～９
ふれあいネット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10～13
消防だより・お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
健康大学のお知らせ・町民カレンダー・・・・・・・・・・・15
県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会開かれる・・・・16 2010

第51号 3

　１月 31日執行の紀美野町長選挙で再選を果た
した寺本光嘉氏が２月４日、町民や町職員らが出
迎え初登庁。寺本町政２期目がスタートしました。
（町職員から花束を受け取り、握手を交わす寺本
町長）
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寒
さ
厳
し
か
っ
た
冬
に
終
わ
り
を

告
げ
、
よ
う
や
く
春
の
兆
し
が
見
え

て
参
り
ま
し
た
。町
民
の
皆
様
に
は
、

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

去
る
１
月
31
日
に
行
わ
れ
た
紀
美
野

町
長
選
挙
に
お
い
て
、
た
く
さ
ん
の

町
民
の
皆
様
か
ら
大
き
な
ご
支
援
を

い
た
だ
き
再
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
二
期
目
に
か
け
る
決
意
を

新
た
に
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
に
あ
た
り
町
内
52
ケ

所
で
ミ
ニ
集
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
町
民
の
皆
様
と
膝
を
突
き
合

わ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
要
望
や
ご

意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一

期
目
の
４
年
間
は
、
紀
美
野
町
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
礎
づ
く
り
に
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
二
期

目
の
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

に
あ
た
っ
て
は
、
７
つ
の
柱
を
中
心

に
ミ
ニ
集
会
な
ど
を
通
し
て
、
皆
様

方
と
お
約
束
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に

全
力
で
取
り
組
み
、紀
美
野
町
を「
活

気
の
あ
る
町
」、「
夢
の
あ
る
町
」
に

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
平
成
27
年
に
開
催
さ
れ
る

第
70
回
国
民
体
育
大
会
を
め
ど
に
、

野
鉄
代
替
道
路
を
完
成
さ
せ
、
同
時

に
役
場
下
の
県
道
を
旧
動
木
駅
で
野

鉄
代
替
道
路
と
結
び
ま
す
。
ま
た
、

小
学
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
中
学
３
年
生
ま
で
に
拡
充
や
高
齢

者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
法
人
化
な
ど

福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
に
実
施
し
、
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
た
農
業
支
援
補
助
事
業
の
継

続
や
商
工
業
者
へ
の
利
子
補
給
の
拡

充
も
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
文

化
財
や
歴
史
的
遺
産
も
多
く
、
生
石

高
原
な
ど
素
晴
ら
し
い
自
然
や
み
さ

と
天
文
台
な
ど
潜
在
能
力
の
高
い
紀

美
野
町
の
観
光
資
源
を
活
か
し
、
観

光
客
の
誘
致
に
も
積
極
的
に
努
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳

し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
民

の
皆
様
と
共
に
紀
美
野
町
の
活
性
化

に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
皆
様
方

の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

紀
美
野
町
長

寺　

本　

光　

嘉

職員を前に訓示を行う寺本町長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

活
気
と
夢
の
あ
る
町
を
め
ざ
し
て
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〔
活
動
内
容
〕
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
に
、
声
か
け
や
交
通
安
全
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
不
審
者
な
ど
子
ど
も
た

ち
の
安
全
に
気
を
配
る
。

（
各
自
都
合
の
つ
く
時
に
活
動
し
て
く

だ
さ
い
）

〔
活
動
期
間
〕
平
成
22
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

〔
登
録
申
込
〕平
成
22
年
３
月
19
日（
金
）

（
こ
れ
以
後
は
随
時
登
録
）
ま
で
に
紀

美
野
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
℡
４
８
９

―

５
９
０
９
）
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
へ
の
加
入
と
パ

ト
ロ
ー
ル
用
ベ
ス
ト
を
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平
成
22
年
度

　
　
「
き
み
の
こ
ど
も
見
守
り

　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
募
集
中
！

―

地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
守
り
育
て
る―

地上デジタル放送受信支援
　（商品券交付）の手続きはお済みですか？
　町では、地上デジタル放送の受信支援としまして、平成 21 年度の住民税が非課税の世帯に対し
10,000 円分の「きみの商品券」を交付しています。
　すでに新しいテレビをお持ちの方やアンテナを設置されている方も、助成の対象となりますので、
詳しくは役場総務課までお問い合わせください。
　ただし、国の地上デジタルの受信支援を受けられた方は、町の助成を受けることができません。

　【申請場所】役場・美里支所・各出張所
　【申請期限】平成 22 年 3 月 31 日です。　
　【お問合せ】紀美野町役場 総務課 ℡ 489 － 2430

和歌山県海草郡紀美野町
「福井樫山団地」のご案内

  紀美野町土地開発公社では、宅地分譲を行っています。
概要は下記のとおりです。詳しくはホームページをご覧
になるか土地開発公社にお気軽にお問い合わせください。

福井樫山団地の概要
所 在 地 紀美野町福井地内
区 画 数 ５ １ 区 画　
総 面 積 １５, ３５８㎡
分譲区画 ２０区画  （ １９３. ９７ ㎡ ～ ３４６. ２９ ㎡ ）
地 目 宅 地
用途指定 都市計画区域外
道 路 紀美野町道（ 幅員 １１ｍ、 ６ｍ ）
交 通 紀美野町コミュニティバス樫山橋バス停まで徒歩  

約 ５分
バス料金　一律２００円（但し、身体障害者、中
学生以下は無料）

教育施設 ・町立小川小学校 　コミュニティバスで約５分　 
　　　　　　　　　約２．７㎞
・町立野上中学校 　自転車通学で 約 10分　　　
　　　　　　　　　約２．３㎞

お 問 い
合 わ せ 先

紀美野町土地開発公社
（紀美野町役場企画管財課内）

郵 便 番 号 ６４０- １１９２
住 所 和歌山県海草郡紀美野町動木２８７番地
電 話 073-489-5913

（平日午前８時30分～午後５時15分）
メ ー ル kikaku@town.kimino.lg.jp
ホームページ http://www.town.kimino.wakayama.jp/
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近
畿
財
務
局
和
歌
山
財
務
事
務
所

は
、
平
成
22
年
３
月
16
日
（
火
）
９

時
30
分
〜
17
時
に
、
和
歌
山
市
今
福

１―

３―

35
の
同
事
務
所
で
専
門
相

談
員
に
よ
る
多
重
債
務
相
談
を
行
い

ま
す
。
解
決
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士

等
専
門
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
。
要
予
約
。
秘
密
厳
守
。
契

約
書
の
写
し
、
返
済
予
定
表
等
参
考

と
な
る
資
料
が
あ
れ
ば
ご
持
参
願
い

ま
す
。

　

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

同
事
務
所

（
℡
０
７
３―

４
２
２―

６
１
４
１
）

ま
で
。

　

な
お
、
近
畿
財
務
局

（
℡
０
６―

６
９
４
９―

６
５
２
３
、

６
８
７
５
）、

京
都
財
務
事
務
所

（
℡
０
７
５―

７
５
２―

１
４
２
４
）、

神
戸
財
務
事
務
所

（
℡
０
７
８―

３
９
１―

６
９
４
８
）

で
は
、
月
〜
金
（
祝
日
除
く
）
の
９

時
〜
17
時
、
専
門
相
談
員
に
よ
る
多

重
債
務
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

紀
美
野
町
で
は
、
町
花
で

あ
る
「
桜
」
を
中
心
に
し
た

景
観
形
成
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
紀

美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
主
催
に
よ
る
「
き
み
の

さ
く
ら
記
念
植
樹
イ
ベ
ン

ト
」
が
２
月
14
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
角
地
区
の
「
さ
く
ら
の

丘
」
予
定
地
で
行
わ
れ
た
式

典
で
は
、
ま
ず
、
同
協
議
会

の
嶋
田
恵
美
子
会
長
が
「
植

え
た
桜
が
生
長
し
、
ど
の
よ

う
な
見
事
な
枝
ぶ
り
に
な
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
美
し
い

花
を
咲
か
せ
る
の
か
、ま
た
、

の
ち
の
ち
の
人
た
ち
が
、
こ

の
木
の
下
に
集
い
、
私
た
ち

の
こ
と
を
ど
ん
な
風
に
伝
え

て
い
っ
て
く
れ
る
の
か
、
想

像
す
る
だ
け
で
心
が
躍
り
ま

す
。」
と
挨
拶
。
続
い
て
、

関
係
者
が
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の

成
木
５
本
を
記
念
植
樹
し
、

嶋
田
会
長
と
寺
本
町
長
が
標

柱
を
建
て
ま
し
た
。
こ
の
式

典
に
は
、協
議
会
発
足
以
来
、

桜
の
植
樹
に
協
力
さ
れ
て
い

る
京
都
市
の
佐
野
藤
右
衛
門

氏
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
佐

野
氏
は
造
園
業
を
営
み
、「
桜

守
」
と
し
て
日
本
各
地
の
名

桜
の
保
存
に
努
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
、
記
念
植
樹
し

た
成
木
は
、
佐
野
氏
が
種
か

ら
育
て
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
式
典
の
前
に
は
、

町
内
20
箇
所
で
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
や
モ
ミ
ジ
の
苗

木
約
１
，
４
０
０
本
を
記
念

植
樹
し
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
佐
野
藤
右
衛
門

氏
の
「
桜
と
自
然
と
人
と
の

関
わ
り
」
と
題
し
て
の
講
演

が
あ
り
、
全
国
各
地
の
桜
や

そ
の
種
類
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド

で
紹
介
さ
れ
、
参
加
し
た
約

３
０
０
人
は
熱
心
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
日
本

舞
踊
（
花
柳
洸
院 

京
鹿
子

娘
道
成
寺
）
と
Ｔ
Ａ
Ｐ 

Ａ

Ｒ
Ｔ 
Ｏ
Ｆ 
Ｌ
Ｙ
Ｒ
Ａ
（
り

ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学

校
）
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

桜の苗木を植える住民ら（樋下地区で）

記念植樹をする佐野氏、嶋田会長、寺本町長（写真右より）

講演する
佐野藤右衛門氏

多
重
債
務
相
談
の
お
知
ら
せ

出生・死亡・死産・婚姻・離婚の
　　　　　　　 届出をされる方にお願い
　厚生労働省では毎年人口動態調査を実施しています。この調査は皆さ
んからの出生・死亡・死産・婚姻及び離婚の各届書をもとに、出生や死
亡の状況などを調べるものですが、国勢調査の行われる年には、人口動
態職業・産業調査を実施し、届書に職業の記入もお願いすることとして
おります。なお、死亡届には、併せて産業の記入もお願いしております。
　調査結果は、今後の厚生労働行政の基礎資料として活用いたします。
　本年は国勢調査の年であることから、届出をされる方々にはご迷惑を
おかけしますが、ご協力くださるようお願いいたします。
　届出をする市区町村役場の窓口に「出生・死亡・死産・婚姻・離婚の
届出をされる方にお願い（職業・産業例示表）」を置いていますので、参
考の上、記入をお願いいたします。

調査期間 平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの１年間

調査対象者 出生・死亡・死産・婚姻及び離婚の届出をされる方々

調査方法 各届出をされるときに、それぞれ職業を記入していただきます。
【例】教師・看護師⇒専門・技術職
        一般事務員⇒事務職
        小売店主・販売店員⇒販売職
　　  美容師・飲食店主・ホームヘルパー⇒サービス職

※死亡届には、農業・建設業・不動産業といった産業も併せて記入していただくことになります。

お問い合わせ 住民課受付係　℡４８９－５９２０

住民・福祉室受付係　℡４９５－３４６３

き
み
の
さ
く
ら
記
念
植
樹
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
か
れ
る
!!

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
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貴
重
な
文
化
財
を
守
る
！

十
三
神
社
と
野
上
八
幡
宮
で
防
火
訓
練

〝
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
〞

小
畑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

　

１
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
都

道
府
県
対
抗
駅
伝
に
、
和
歌
山

県
チ
ー
ム
と
し
て
、
野
上
中
学

校
の
楠
岡
佳
一
さ
ん
と
細
峪
由

麻
さ
ん
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
17
日
、
京
都
市
で
開
か

れ
た
第
28
回
全
国
都
道
府
県
対

抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
で
、
細

峪
由
麻
さ
ん
が
中
学
生
区
間
の

８
区
（
３
㎞
）
を
、
ま
た
、
24

日
、
広
島
市
で
開
か
れ
た
第
15

回
全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅

伝
競
走
大
会
で
、
楠
岡
佳
一
さ

ん
が
中
学
生
区
間
の
２
区
（
３

㎞
）
を
走
り
、
県
の
た
す
き
を

つ
な
ぎ
ま
し
た
。沿
道
か
ら
は
、

紀
美
野
町
か
ら
駆
け
つ
け
た
保

護
者
や
学
校
関
係
者
ら
が
声
援

を
送
り
ま
し
た
。

　

楠
岡
佳
一
さ
ん
は
、「
全
国

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し

た
が
、
自
己
ベ
ス
ト
に
近
い
走

り
が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。」

と
、
ま
た
、
細
峪
由
麻
さ
ん

は
、「
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た

が
多
く
の
方
の
応
援
を
い
た
だ

き
、
走
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。」
と
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
た
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
交
通

安
全
教
室
が
２
月
８
日
、
小
畑

西
出
集
会
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

県
警
の
ひ
ま
わ
り
隊
か
ら
、

海
南
署
管
内
に
お
け
る
交
通
事

故
の
状
況
や
、
交
差
点
や
道
路

横
断
中
に
起
き
る
交
通
事
故
の

パ
ネ
ル
を
使
っ
た
説
明
、
交
通

安
全
ク
イ
ズ
も
出
さ
れ
、
参
加

さ
れ
た
小
畑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
約
40
人
は
、
交
通
安
全

に
つ
い
て
再
認
識
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
動
体
視
力
や
夜

間
視
力
検
査
も
体
験
さ
れ
ま
し

た
。

楠岡佳一さん（３年）細峪由麻さん（２年）

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
１
月
26

日
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
十
三
神
社
と
野
上

八
幡
宮
で
、神
社
と
消
防
本
部
、

地
元
消
防
団
員
が
参
加
し
て
防

火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
境
内
よ
り
出
火
し

た
と
の
想
定
で
、
宮
司
さ
ん
に

よ
る
消
火
器
で
の
初
期
消
火
、

１
１
９
番
通
報
、
境
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
放
水
銃
で
の
放
水

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
財
産
で
あ
る
文
化
財

を
み
ん
な
で
火
災
か
ら
守
り
、

後
世
に
受
け
継
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

十三神社

野上八幡宮

交
通
安
全
に
つ
い
て
学
習
す
る
小
畑
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
（
小
畑
西
出
集
会
所
）

視
力
検
査
を
体
験
さ
れ
る
お
年
寄
り

交
通
安
全
教
室
開
か
れ
る
!!

全
国
都
道
府
県
対
抗

　
　

駅
伝　

出 

場
!!

野
上
中
学
校
か
ら
２
選
手

両
神
社
で
行
わ
れ
た
放
水
訓
練
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★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター 毎週月曜日／9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日／9：00～11：30

自然体験世代交流センター 鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
毎月　第２・４週の木曜日／9：30 ～11：30

育児相談
子育て支援センター開放日と同じ日・時で行います。
（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

教室名 日　　時 場　　所
コアラ ３月１６日（火）　９：３０～１１：３０ 子育て支援センター（お散歩）
カンガルー ３月２３日（火）　９：３０～１１：００ 総合福祉センター

★遊びの教室のご案内

　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

〈お申込みは、子育て支援センター ℡489-9711まで〉※留守の場合は、第二保育所

虐待予防に関する相談窓口
地域包括支援センター（保健福祉課）

連絡先
平日（８：３０～１７：１５）　℡４８９－９９６０（直通）
休日・夜間（１７：１５以降）　℡４８９－２４３０

場　所 紀美野町下佐々１４０８－４　　紀美野町総合福祉センター内

■場　所：総合福祉センター
　　　　　３日、１０日、１７日、２４日、３１日（いずれも水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず
持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこな
います。

お問い合わせ先：保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

3月の日程健康相談のお知らせ

○第一保育所：３月２日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：３月８日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：３月５日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：３月　３日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：３月１０日（水）℡４９９－０１３１

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

海
南
保
健
所
だ
よ
り

事業名 対象・内容等 日　時
健康相談 健康診断書の作成

一般健康相談
３月　９日（火）　１４：００～１６：００
３月２３日（火）　１４：００～１６：００

エイズ検査 エイズの各種相談 ３月　９日（火）　１４：００～１６：００
３月２３日（火）　１４：００～１６：００

検便 ３月　９日（火）　１４：００～１６：００
３月２３日（火）　１４：００～１６：００

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

３月　４日（木）　１４：００～
３月１０日（水）　　９：００～
３月１８日（木）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク登録検査 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

３月　９日（火）　１５：００～１６：００
３月２３日（火）　１５：００～１６：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　９：００～１７：００
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　メタボが気になる方、健康体を維持したい
方、もっと健康になりたい方、健康的な食事や
食習慣についてみなさん一緒に学びましょう。

障がい者巡回相談のお知らせ

健康づくりコーナー

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所
による巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕
方がわからない」など、障がいのある人や保護者、
介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供
や権利擁護のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡
してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記
事業所までご連絡ください。

対　象　者 精神障がいの方・
家族の方

身体障がいや
知的障がいの方・家族の方

月　　　日 ３月２日（火） ３月１７日（水）

場　　　所
時　　　間

・美里支所
　9 時３０分～正午
・総合福祉センター
　13 時３０分～１６時

・美里支所　　　　　　　
　9時３０分～正午
・総合福祉センター　　　
　13時３０分～１６時

予　約　先
野上厚生病院内
相談支援事業所
℡  489－2908

療育センターＡ
あ お い

ＯＩ
℡  483－ 0454

≪お問い合わせ・申し込み先≫　保健福祉課（総合福祉センター内）℡４８９－９９６０

ヘルシー料理にチャレンジ！
（料理教室 後期Part.6）　

日  時 平成２２年３月３０日（火）
午前９時３０分～昼食終了まで

場  所 総合福祉センター（調理実習室）

内  容 調理実習と講話
「自分でメニューを考えてみましょう！」

持ってくる物 エプロン、三角巾、持ち帰り用容器
健康管理ファイル（持っている方）

参加費 ２００円

定　員 １５名

申し込み
締め切り

３月２６日（金）
※但し、申込者多数の場合は抽選により決めさせ
ていただきます。

ヘルスポイントをためて手作りジャムをもらおう
※※交換期限まで残りあとわずかです※※

ヘルシー最終回 お世話になりました。

　健診の受診率向上と積極的な健康づくりのため、下記の条件を満たされた
４０歳以上の方に、新鮮果実を使った手作りジャムを進呈しています。

《ポイント対象条件》下記の条件に３つ以上該当されますと、手作りジャムに交換できます。
①Ｈ21年度中に特定健診等の健診･がん検診･歯科健診を受けたことが確認できる方
　必ず健診結果等をお持ちください　（それぞれ１ポイント）
②健康管理ファイル・健康手帳等に①健診結果、②受診状況、③服薬状況を記録している方
③Ｈ21年度中に総合福祉センターのトレーニングルームの利用が３回以上の方
④喫煙していない方
⑤自分の血圧値を把握している方（受付先でご本人にお聞きします）
⑥地域サロンや公民館活動などに参加している方（受付先でご本人にお聞きします）
⑦健康や介護予防を意識され行動されている方（受付先でご本人にお聞きします）

《交換方法・場所》
保健福祉課のほか、下記でも交換できます。お越しください。
（役場住民課・美里支所・小川出張所・志賀野出張所・国吉出張所・長谷毛原出張所・真国出張所）

＊受付先にヘルスポイント交換台紙をご持参ください（40歳以上の方全員にお送りしています）
＊受付先で対象条件が確認できたらハンコを押します
＊ポイントが３つたまったら「手作りジャム」と交換です !
※町が実施する健康のイベントでも交換できます。詳しくは上記にお問合せください。
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税
務
課
（
室
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
軽
自
動
車
の
廃
車
届
は
お
す
み
で
す
か

　
次
の
場
合
は
必
ず
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

◆
車
は
す
で
に
な
い
が
、
廃
車
届
を

出
し
て
い
な
い
。

◆
車
は
他
人
に
譲
っ
た
が
、
名
義
変

更
を
し
て
い
な
い
。

◆
所
有
者
が
町
外
へ
転
出
し
た
が
、
車

の
住
所
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い
。

届
出
先

①
原
動
機
付
自
転
車
（
総
排
気
量

１
２
５
㏄
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車

　

紀
美
野
町
役
場
（
本
庁
）
税
務
課

　

℡
４
８
９―

５
９
０
５

　

美
里
支
所
総
務
・
税
務
室

　

℡
４
９
５―

３
４
６
５

②
総
排
気
量
１
２
５
㏄
を
超
え
る
２
輪
車

　

近
畿
運
輸
局
和
歌
山
運
輸
支
局

　

℡
０
５
０―

５
５
４
０―

２
０
６
５

③
軽
３
輪
・
軽
４
輪

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
和
歌
山
事
務
所

　

℡
４
３
３―

２
１
４
０

※
尚
３
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を
済

ま
さ
れ
な
い
場
合
、
平
成
22
年
度

も
現
状
の
ま
ま
課
税
さ
れ
ま
す
。

◎
家
屋
取
り
こ
わ
し
届
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
１
月
１
日
ま
で
に
取
り

こ
わ
し
た
家
屋
で
、
ま
だ
取
り
こ
わ

し
届
を
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早

急
に
税
務
課
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

◎
土
地
地
目
の
現
況
を
変
更
さ
れ
た
方
へ

　

平
成
22
年
１
月
１
日
ま
で
に
土
地

地
目
の
現
況
を
変
更
さ
れ
た
方
で
平

成
21
年
中
に
地
目
変
更
登
記
等
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
委
任
状
等
が
必
要
で
す

　

本
人
以
外
の
方
（
夫
婦
や
親
子
間

で
も
同
様
で
す
）
が
所
得
証
明
、
資

産
証
明
、
納
税
証
明
、
非
課
税
証
明

な
ど
の
各
種
証
明
を
請
求
さ
れ
る
時

は
、
同
意
書
か
委
任
状
を
提
出
し
て

下
さ
い
。

◎
町
税
等
の
納
付
に
つ
い
て

　

３
月
31
日
納
期
限
で
す
。

　

・
国
民
健
康
保
険
税
第
５
期
分

　

・
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

第
５
期
分

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普

通
徴
収
分
）
９
期
分

◎
納
税
に
は
便
利
で
安
全
、
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

  

　
（
℡
４
８
９―

５
９
０
５
）

　

捕
獲
や
飼
養
す
る
場
合
は
、
必
ず

許
可
や
登
録
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ　

捕
獲
許
可　

海
草
振
興
局
健
康
福
祉

部
衛
生
環
境
課

　

℡
４
８
２―

０
６
０
０

飼
養
登
録　

役
場　

産
業
課

　

℡
４
８
９―

５
９
０
１

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
許
可
・

　
　
　
　
　

飼
養
登
録
に
つ
い
て

　

野
鳥
を
愛
が
ん
目
的
で
捕
獲
・
飼

養
で
き
る
の
は
、
メ
ジ
ロ
の
み
で
１

世
帯
に
１
羽
だ
け
で
す
。
ま
た
、
４

〜
６
月
は
繁
殖
期
の
た
め
捕
獲
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

学生のみなさん、
学生納付特例制度をご存知ですか？
　国民年金は、２０歳以上６０歳未満のすべての方が加入する
制度です。学生であっても保険料の納付義務があります。国民
年金保険料をきちんと納付することは、老後の年金受給権を確
保するだけでなく、在学中に病気やケガにより障害の状態に
なったとき、障害基礎年金を受給するための備えとなります。
　一般に学生の方は、収入がないか、その額が低いと考えられ
ます。そこで、前年度の所得が一定以下の学生の方が、申請に
より保険料の納付が猶予される学生納付特例制度が設けられ
ています。学生納付特例を受けた期間は、将来受ける年金の受
給資格期間に算入されますが、年金額には反映されません。
　学生納付特例の申請手続き先は、お住まいの市町村役場や年
金事務所等です。
　確認書類として、在学証明書や学生証が必要となります。

前年度より引き続き「学生納付
特例制度」をご利用される方へ
　平成２１年度において学生納付特例制度により、保険料納
付を猶予されている方で、引き続き平成２２年度も在学予定
の方には、日本年金機構から申請はがきを送付いたします。
申請はがきに必要事項をご記入の上、返送していただくこと
により、平成２２年度（平成２２年４月～平成２３年３月）
について在学証明書や学生証の写しを添付していただくこと
なく学生納付特例申請を行うことができます。
（申請については平成２２年４月中に必ず提出して下さい）
　ただし、在学される学校等に変更のある方などは、改めて
在学の事実等について確認する必要があるため、この申請は
がきは使えません。住所地の市町村役場又はお近くの年金事
務所にご相談ください。
（はじめて学生納付特例の申請をされたのが、平成２２年２
月以降の方には平成２２年度申請はがき送付が、時期的に間
に合わないため、従来通りの申請が必要です。）【お問い合わせ】住民課国民年金係 ℡４８９－５９０３

住民・福祉室 ℡４９５－３４６４

平成21年度　有害鳥獣捕獲の実績について

　紀美野町では、野生鳥獣による農作物や生活環境等への被害が増大しているため、有害鳥獣捕獲許
可を出し、有害鳥獣捕獲事業を実施しています。有害鳥獣捕獲許可は、鳥獣被害のための自衛策をとっ
ても食い止められない場合に、最終手段として行政で実施できることと法律で定められており、農林家・
施設管理者等からの被害報告に基づき、町長より許可を受けた捕獲員が、指定された鳥獣を許可期間
内に捕獲するもので、通常の狩猟とは別のものです。

平成２1年度実績

捕獲鳥獣 期間 頭数
イノシシ ４～１２月 ３１３頭
シ　　カ ４～１２月 　　８頭
カラス ４～１２月 　４０羽

【お問い合わせ先】役場　産業課　℡４８９－５９０１　　　支所　産業・建設室　℡４９５－３４６２
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募集の内容は次のとおりです。

『防衛省からのお知らせ』

期限内納付と滞納処分について
　町税等（固定資産税、町県民税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、
後期高齢者医療保険料）について、納期限内に納付していただけない場合、
督促状や催告書を送付して納付（督促手数料、延滞金を併せて納付してい
ただきます）のお願いをすることになります。それでも納付していただけ
ない時は、滞納処分を行うことになります。詳しくは下記のとおりとなり
ますので、納期内納付にご協力をお願いします。

■督促・催告
　納期限を過ぎてからおおむね20日以内に「督促状」(はがき様式 )を
送付します。先に送付しております納付書で早急に納付してください。
　督促状送付後も納付していただけない場合、催告書を送付して、納付を
お願いしていますが、それでも納付していただけない場合には、税務課の
職員がご自宅にお伺いしたり、勤務先に電話をかけさせていただいたりな
どの納税の催告を行いますので、ご承知ください。
■納税相談
　何らかの理由で納期内納付が困難な場合は、必ず役場税務課に連絡し納
付相談を行ってください。
■督促手数料及び延滞金
　納期限内に納付を行わず督促状が送付された場合、各税目共納期毎に督
促手数料を納めていただかなければなりません。また、延滞金も併せて納
付していただくことになります。延滞金は、納期限の翌日から本税が全て
納付される日までの期間の日数に応じ、年『14．６％』等の割合で計算
された金額になります。
■滞納処分
　再三の納付のお願いをしても納めていただけない場合、税負担の公平を
期するため、やむを得ず滞納処分を行うことになります。国税徴収法等の
法令に基づき、所有財産 (預貯金、不動産、給与など )を調査し、差し押
さえるべき財産があれば、差押えを行います。差し押さえた財産は、換価し、
未納の税金及び延滞金等に充てることとなります。

その他、不明な点につきましては、紀美野町税務課
（℡４８９ー５９０５）までお問合せください。

業務内容 保健師業務 必要資格 保健師

賃　　金 日額　8,000円（または1時間1,000円）
社会保険加入　（昇給、賞与及び退職金：無し）

業務内容 介護保険業務
（認定調査） 必要資格 看護師または

准看護師

賃　　金 日額　8,000円（または1時間1,000円）
社会保険加入　（昇給、賞与及び退職金：無し）

業務内容 栄養指導等 必要資格 栄養士

賃　　金 日額　7,000円（または1時間875円）
社会保険加入　（昇給、賞与及び退職金：無し）

業務内容 事務補助 必要資格 ―

賃　　金 日額　5,500円
社会保険加入　（昇給、賞与及び退職金：無し）

勤務場所 紀美野町総合福祉センター
（紀美野町下佐々１４０８－４）

募集人員 各1名
雇用条件 平成22年4月1日現在18歳以上60歳までの方
雇用期間 平成22年4月～9月

更新することがあります。
勤務時間 原則として　月曜日～金曜日

午前8時30分～午後5時15分（うち昼休憩1時間）
休　　日 毎週土・日曜日、国民の休日
選考方法 面接試験
試験日 平成22年３月１９日（金）午後1時
試験場所 紀美野町総合福祉センター
申込方法
及び締切

履歴書（写真添付）1通と資格免許の写しを持参の上、
３月１２日（金）までに下記へお申し込みください。
（受付は月曜日～金曜日の午前8時30分～午後5
時15分）

申込先 紀美野町保健福祉課（紀美野町総合福祉センター内）
お問合せ先 ＴＥＬ　０７３－４８９－９９６０

【募集種目】　 【受付期間】 【応募資格（年齢）】
一般幹部候補生 ４月１日（木）～５月１０日（月） ２０歳以上２６歳未満の者（２２歳未満の者は大卒）

（修士の学位を受けた者は２８歳未満）
一般曹候補生 ４月１日（木）～５月１０日（月） １８歳以上２７歳未満の者
予備自衛官補（一般） ４月９日（金）まで １８歳以上３４歳未満の者
予備自衛官補（技能） ４月９日（金）まで １８歳以上５５歳未満の者

（語学・整備・情報処理・通信・電気・建設・衛生の技術区分の国家免
許資格等を有する者 )
＊国家免許資格の詳細はお問い合せ下さい。

町税台帳整理業務補助員の募集について
勤務場所 紀美野町役場　税務課
勤務内容 図面などの電子化 募集人員 １名
雇用条件 平成２２年４月１日現在

１８歳以上４５歳までの方で
パソコン操作に自信がある方

雇用期間 平成２２年４月～９月（更新することがあります。）
勤務時間 月曜日～金曜日（土日祝祭日除く）

午前８時３０分～午後５時１５分
賃金 日給　５，５００円 選考方法 面接試験
試験日 平成２２年３月１９日 (金 )　１０時～
試験場所 紀美野町役場　１A会議室
申込方法及び
締め切り

履歴書持参の上、平成２２年３月１２日（金）まで
に下記へお申し込みください。（受付は月曜日～金曜
日の午前８時３０分～午後５時１５分）

申込先 紀美野町役場　税務課
電話番号　０７３－４８９－５９０５

紀美野町臨時職員の募集について

従業員（給与所得者）の町県民税は、
事業者（給与支払者）が毎月徴収し、
市町村に納付しなければなりません。
　従業員（給与所得者）の町県民税は、事業者（給与支払者）が、給
与を支払う時に、天引きし、市町村に納めることになっています。こ
れを特別徴収といいます。（地方税法第３２１条の３）従業員の所得
税は給与から源泉徴収しているけれど町県民税は特別徴収していない
ということはありませんか。
　詳しくは、税務課町県民税係までお問い合わせください。

役場本庁　税務課　℡４８９－５９０５

自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　〒６４９－０３１６　和歌山県有田市宮崎町１０６－２
ＴＥＬ ：０７３７－８２－６６３１　０７０－６５８９－０３２６　E-MAIL：recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

【お問い合せ先】
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新
た
な
星
空
体
験
を

み
さ
と
天
文
台
で
！

■
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

　

３
月
の
連
休
に
は
、
み
さ
と

天
文
台
で
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
参
加
者
全
員
が

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
る
時
間

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
み
さ
と

天
文
台
で
始
ま
る
新
し
い
星
空

体
験
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
21
日
（
日
・
祝
）

午
後
２
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

み
さ
と
天
文
台

●
内
容　

記
念
講
演
、
体
験
会

●
備
考　

申
込
不
要
・
無
料

■
天
文
台
の
休
館
の
お
知
ら
せ

　

105
㎝
反
射
望
遠
鏡
の
整
備
に

伴
い
、
只
今
休
館
中
で
す
。
皆

様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
２
月
15
日
（
月
）
〜
３
月
19

日
（
金
）
ま
で
終
日
休
館
。

ど
を
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
画
像
は
Ｃ
Ｇ
で
は
な
い
た
め
、

雲
が
流
れ
飛
行
機
が
飛
び
、
ま

る
で
現
地
で
星
空
を
見
上
げ
て

い
る
よ
う
な
感
覚
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
時
間
や
天
候
を

気
に
す
る
こ
と
な
く
様
々
な
場

所
の
星
空
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
授
業
中
に
星
空
観
察

す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
一
人
で

も
多
く
の
皆
さ
ん
に
星
空
を
体

感
し
て
も
ら
う
機
会
を
こ
れ
か

ら
も
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
大
学
と
映
像
素
材
を

共
有
し
、
番
組
や
映
像
作
成
の

効
率
化
・
省
力
化
を
図
る
た
め
、

デ
ー
タ
互
換
の
可
能
な
機
種
と

し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
と
つ

な
ぎ
、
実
際
に
撮
影
し
た
画
像

な
ど
様
々
な
映
像
を
映
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
星
空
を
！

　

こ
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、

み
さ
と
天
文
台
か
ら
見
た
星
空

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
報
で

ご
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
る
ハ
ワ

イ
観
測
所
で
撮
影
し
た
画
像
な

■
宝
く
じ
で
夢
を
実
現

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
財
団

法
人
日
本
宝
く
じ
協
会
が
実
施

す
る
各
種
施
設
助
成
事
業
に
よ

り
導
入
さ
れ
ま
す
。
天
文
台
よ

り
申
請
し
た
「
い
つ
で
も
！
ど

こ
で
も
！
星
空
観
察
会
」
が
夢

の
あ
る
事
業
と
認
め
ら
れ
た
の

で
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

天
文
台
に
や
っ
て
く
る
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
二
つ
の
部

分
（
ド
ー
ム
と
本
体
）
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
ド
ー
ム
は
風

船
の
よ
う
に
空
気
で
膨
ら
ま
せ

ま
す
。
直
径
は
５
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
な
ら
35
名
程

度
（
１
ク
ラ
ス
）
が
一
緒
に
入

れ
る
大
き
さ
で
す
。

　

映
像
を
映
し
出
す
本
体
は
メ

デ
ィ
ア
グ
ロ
ー
ブ
Ⅱ
（
コ
ニ
カ

ミ
ノ
ル
タ
社
製
）
で
す
。

■「
あ
る
も
の
」が
つ
い
に
登
場

　

み
さ
と
天
文
台
で
は
、
実
際

の
星
空
を
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
「
あ
る
も
の
」
の
準
備
を

進
め
て
い
る
、
と
１
月
号
の
天

文
台
だ
よ
り
で
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
」
で
す
。

プラネタリウムドームの外観

映像を映し出す本体部分

ハワイ観 測 所すばる望 遠 鏡 脇か
ら見上げた星空（本研究は科研費
（19500742）の助成を受けています。）
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新刊紹介
■中央公民館

・「江　姫たちの戦国・上」 田渕 久美子・著
・「ほかならぬ人々へ」 白石 一文・著
・「ラブリーボーン」 Ａ・シーボルト・著
・「親鸞　上・下」 五木 寛之・著
・「カッコウの卵は誰のもの」 東野 圭吾・著
・「私たちの選択」 アル・ゴア・著
・「ガールズストーリー」 あさの あつこ・著
・「病気と症状がわかる事典」 和田 高士・著
・「まんまるおつきさん」 ねじめ 正一・著

■文化センター
・「十字架」　　 重松 清・著
・「私の家では何も起こらない」   恩田 陸・著
・「静人日記」　 天童 荒太・著
・「一生使えるおかずの大辞典」 白井 操・著
・「小太郎の左腕」 和田 竜・著
・「かいけつゾロリ
きょうふのようかいえんそく」原 ゆたか・著

・「オバケに夢を食べられる！？」富安 陽子・著
・「ちか100かいだてのいえ」いわい としお・著

放
課
後
子
ど
も
教
室

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

３
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

10
日　

百
人
一
首
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う

17
日　

な
わ
と
び
で
遊
ぼ
う

24
日　

何
で
も
工
作

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

10
日　

か
ん
た
ん
風
車
づ
く
り

17
日　

あ
た
ま
の
た
い
そ
う

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」

24
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
工
作
し

よ
う

【
移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
小
川
地
区
公
民
館

５
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（「
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
」

の
皆
さ
ん
）

き
み
の
児
童
合
唱
団

定
期
演
奏
会

●
４
月
11
日
（
日
）

●
午
後
１
時
30
分
開
演

（
30
分
前
開
場
）

●
中
央
公
民
館
（
大
ホ
ー
ル
）

　

歌
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
、

一
年
間
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

（
詳
細
は
４
月
号
に
掲
載
）

平
成
21
年
度
で
野
上
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
が
解
散
し
ま
す

　
「
野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
は

多
世
代
が
多
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
る
よ
う
平
成
16
年
旧

野
上
町
で
設
立
し
、
ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
、
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
定
着
に
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
平
成
27
年
に
開
催
さ
れ
る

和
歌
山
国
体
（
当
町
は
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
）
に
向
け
、
町
を
あ
げ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
発
展
的
に
解

散
し
町
体
育
協
会
を
ス
ポ
ー
ツ

振
興
と
国
体
推
進
の
母
体
と
し

て
い
き
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
体
育
協
会
に
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

紀
美
野
歌
謡
同
好
会

代
表　

松
本　

好
史

　

私
た
ち
同
好
会
は
、
高
齢

化
し
て
も
気
軽
に
研
修
会
、

発
表
会
等
に
参
加
し
て
頂

け
る
よ
う
普
段
着
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

「
ふ
る
里
振
興　

歌
謡
コ
ン

サ
ー
ト
」を
実
施
し
、文
化
祭
・

芸
能
発
表
等
に
必
要
な
音
響

備
品
・
三
点
セ
ッ
ト
を
購
入

し
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
備
品

に
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
諸

般
の
事
情
に
よ

り
歌
謡
コ
ン

サ
ー
ト
、
２
月

開
催
は
見
送
り

と
な
り
ま
し
た

が
、
改
め
て
開

催
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】
松
本
ま
で

電
話
（
４
９
５―

２
４
１
６
）

　

今
年
度
の
高
齢
者
学
級
は
、

志
賀
野
・
真
国
地
区
を
対
象
に

行
い
ま
し
た
。

　

食
生
活
や
健
康
、
振
り
込
め

詐
欺
、
交
通
安
全
な
ど
に
関
す

る
お
話
や
カ
ラ
オ
ケ
、
寄
せ
植

え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
回
の
健
康
に
関

す
る
お
話
で
は
皆
さ
ん
に
大
い

に
笑
っ
て
い
た
だ
き
、
大
盛
況

で
し
た
。
一
度
笑
う
と
十
五
秒

寿
命
が
延
び
る
（
一
度
怒
る
と

十
五
秒
寿
命
が
短
く
な
る
）
と

い
わ
れ
ま
す
。〝
笑
〞
を
大
切

に
皆
さ
ん
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　

老
人
会
は
じ
め
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
高
齢
者
学
級
を
終
え
て
」

〜
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
〜

【
百
冊
】

岡
本
幸
大
（
１
歳
）

中
井
七
望
（
第
２
保
）

田
渕
美
沙
紀
（
野
小
１
年
）

中
井
陽
代
里
（
野
小
１
年
）

田
和
真
帆
（
下
小
１
年
）

【
二
百
冊
】

尾
前
知
香
（
第
１
保
）

東　

若
葉
（
第
２
保
）

油
谷
泉
里
（
下
小
３
年
）　

【
三
百
冊
】

辻
井
佑
果
（
下
小
４
年
）

【
五
百
冊
】

中
原　

葵
（
野
小
２
年
）

【
六
百
冊
】

吉
見
成
未
（
第
２
保
）

吉
見
侑
輔
（
野
小
２
年
）

【
九
百
冊
】

前
久
保
美
優
（
下
小
３
年
）

■
図
書
室
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

　

中
央
公
民
館
と
文
化
セ
ン

タ
ー
の
図
書
室
で
は
、
皆
様

に
よ
り
便
利
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
図
書
シ
ス

テ
ム
の
統
合
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
及
び
蔵

書
点
検
作
業
の
た
め
、
４
月

中
旬
よ
り
約
３
ヶ
月
間
休
室

し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
４
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館

３
月
３
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

図
書
室
だ
よ
り
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
四
十
七

回
文
物
語
（
そ
の
６
）

正
調
「
伊
勢
参
り
」
の
巻

町
史
編
纂
室　

森
下
誠

　

前
回
は
伊
勢
の
「
お
か
げ
参

り
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
集
団
ヒ
ス
テ
リ
ー
に
よ

る
い
わ
ば
「
暴
走
行
為
」
で
、

伊
勢
参
宮
の
形
と
し
て
は
特

例
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
江
戸

時
代
の
ご
先
祖
た
ち
が
行
っ

て
い
た
「
清
く
正
し
い
」
伊
勢

参
り
の
姿
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　

当
時
の
伊
勢
参
り
は
、
村

の
公
的
研
修
行
事
と
し
て
そ

れ
な
り
の
作
法
が
あ
っ
た
よ

う
で
、
毛
原
宮
八
町
地
蔵
堂

に
は
三
回
分
の
詳
細
な
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
天
保
十
二
年
の
ケ
ー
ス
を

見
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
ま
ず
時
期

は
旧
暦
三
月
、
参
加
メ
ン
バ
ー

は
、「
伊
勢
講
」
に
所
属
す
る

九
人
の
面
々
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ

る
公
式
メ
ン
バ
ー
で
、
そ
れ
に

「
付
参
り
」
と
称
す
る
個
人
の

希
望
者
が
十
一
人
加
わ
っ
て

合
計
二
十
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
日
程
は
十
泊
十
一
日
。

　

と
こ
ろ
で
旅
費
は
ど
う
す

る
ん
よ
の
問
題
で
す
。
正
式

メ
ン
バ
ー
に
は
講
か
ら
補

助
金
が
出
ま
す
。
こ
の
年
は

一
人
あ
た
り
旅
費
実
費
が
銀

四
十
五
匁
（
現
在
の
二
十
五
万

円
ほ
ど
か
）
か
か
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
に
対
し
一
人
あ
た

り
六
十
八
匁
七
分
六
厘
と
い

う
豪
勢
な
補
助
金
が
出
て
い

ま
す
。
自
由
参
加
の
メ
ン
バ
ー

は
も
ち
ろ
ん
自
己
負
担
で
す

が
、
伊
勢
の
ガ
イ
ド
料
と
か
お

神
楽
料
金
、
道
中
社
寺
へ
の

お
供
え
等
諸
経
費
は
講
が
負

担
し
た
よ
う
で
す
。
財
源
は
講

の
資
産
で
す
。
通
常
寺
社
に

は
付
属
の
田
畑
山
林
が
あ
り
、

お
伊
勢
さ
ん
な
ん
か
木
曾
を

中
心
に
約
八
千
町
歩
の
神
宮

備
林
を
保
有
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
別
格
と
し
て
、
そ
こ

か
ら
の
収
益
で
寺
社
や
講
を

運
営
し
ま
す
。
毛
原
伊
勢
講

は
、
伊
勢
講
山
と
称
す
る
山

林
を
持
っ
て
い
て
か
な
り
の

収
益
を
あ
げ
て
い
た
と
思
わ

れ
、
そ
の
株
主
配
当
が
伊
勢

参
り
補
助
と
し
て
支
出
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て

参
加
で
き
な
い
株
主
が
出
た

ら
親
戚
知
人
に
代
理
を
認
め
、

こ
の
時
も
講
親
政
吉
の
代
り

に
為
松
代
参
と
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
メ
ン
バ
ー
が
き
ま
れ

ば
出
発
の
二
、三
日
前
に
「
は

ば
き
そ
ろ
え
」
と
い
う
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。「
は
ば

き
」
と
い
う
の
は
「
き
ゃ
は

ん
＝
ス
パ
ッ
ツ
」
の
こ
と
で
、

全
員
顔
を
そ
ろ
え
て
お
宮
で

道
中
無
事
を
祈
り
、
日
程
説

明
や
諸
注
意
つ
ま
り
は
結
団

式
を
行
い
ま
す
。

　

歩
く
ペ
ー
ス
は
一
日
四
十

キ
ロ
で
初
日
は
奈
良
の
五
条

泊
り
、
翌
日
は
花
ざ
か
り
の

吉
野
蔵
王
堂
経
由
で
東
吉
野

の
鷲
家
ま
で
、
三
日
目
は
国
道

１
６
６
号
の
高
見
峠
を
越
え

飯
高
町
の
田
引
、
四
泊
め
は
伊

勢
の
十
キ
ロ
手
前
の
田
丸
宿
。

五
日
目
に
い
よ
い
よ
お
伊
勢

さ
ん
で
す
。「
伊
勢
御
師
（
お

ん
し
）」
と
呼
ば
れ
る
現
地
ガ

イ
ド
に
つ
い
て
お
参
り
し
、
内

宮
で
は
お
神
楽
を
鑑
賞
し
ま

す
。
研
修
は
こ
こ
ま
で
、
み

や
げ
物
を
買
っ
た
ら
伊
勢
に

は
泊
ら
ず
さ
っ
さ
と
松
阪
ま

で
北
上
し
て
、
翌
日
か
ら
奈

良
観
光
に
向
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
後
半
が
六
日
も
あ
っ
て
、

こ
れ
が
付
録
と
い
う
か
本
番

と
い
う
か
、（
と
か
く
「
研
修
」

と
い
う
の
は
江
戸
時
代
か
ら

こ
の
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

あ
と
で
報
告
書
に
困
る
の
は

ご
先
祖
ゆ
ず
り
か
・
・
い
や
反

省
）
と
に
か
く
東
大
寺
法
隆
寺

な
ど
ゆ
る
り
と
ま
わ
っ
て
、
出

発
十
日
目
の
夕
方
花
坂
ま
で

帰
っ
て
き
ま
す
。
春
の
日
永
、

ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
せ
ば
家

ま
で
着
く
の
に
と
に
か
く
村

境
の
花
坂
で
泊
る
の
が
き
ま

り
で
す
。
と
い
う
の
は
日
程

に
あ
わ
せ
て
庄
屋
神
主
は
じ

め
村
の
顔
役
が
迎
え
に
来
て

お
り
、
そ
の
晩
は
彼
ら
を
交

え
て
「
酒
迎
」（
さ
か
む
か
え
・

坂
迎
・
境
迎
と
も
書
く
）
と
い

う
盛
大
な
帰
郷
祝
賀
会
を
催

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
れ
は
全
国
的
な
風
習

で
、
京
都
の
場
合
は
「
逢
坂
の

関
」
で
出
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
そ

の
晩
は
飲
め
や
歌
え
の
大
宴

会
、
そ
し
て
翌
朝
一
同
う
ち
そ

ろ
っ
て
の
「
帰
郷
パ
レ
ー
ド
」

が
始
ま
り
ま
す
。
飾
り
馬
を

仕
立
て
、
三
味
線
太
鼓
も
入
っ

て
に
ぎ
や
か
に
、
迎
え
の
家

族
も
ろ
と
も
道
々
で
お
神
酒

の
接
待
を
受
け
つ
つ
、
一
同

千
鳥
足
で
一
日
か
け
て
三
里

の
道
の
り
を
ゆ
っ
た
り
唄
い

な
が
ら
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
す
。

花
吹
雪
の
中
に
馬
上
で
唄
う

「
伊
勢
音
頭
」
が
貴
志
川
に
こ

だ
ま
し
て
・
・
と
い
う
こ
と
で
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
う
ら
や
ま
し
い

江
戸
時
代
の
「
正
調
伊
勢
参

り
」・
・
・
こ
れ
に
て
完
。

―

訂
正
と
お
詫
び―

　

２
月
号
で
紹
介
い
た
し
ま
し

た
釜
滝
金
剛
寺　

両
界
曼
荼
羅

図
（
双
幅
）
に
つ
い
て
改
行
等

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
と
と
も
に
深
く
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

　

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
名
称　

両
界
曼
荼
羅
図

■
時
代　

江
戸
時
代

■
所
在
地　

紀
美
野
町
釜
滝

金
剛
寺
（
釜
滝
薬
師
寺
）

■
法
量　

縦
一
四
六
㎝
、
横

一
三
二
㎝
（
胎
像
曼
荼
羅
）

（
金
剛
曼
荼
羅
）
同
じ
、 

絹

本
着
色

■
銘
文

右
本
尊
南
峰
金
堂
以
大
曼
荼
羅

之
真
像
令
奉
為
書
写
之
而
己

紀
州
那
賀
郡
志
賀
野
庄
釜
滝
邑

龍
光
山
金
剛
寺
什
物

一
代　

阿
闍
梨　

演
智

宝
暦
十
一
辛
巳
天
四
月
八
日

役
人　

孫
太
郎

　
　
　

新
太
郎

高
野
山
絵
師　

数
馬

同
表
具
師　

伊
兵
衛
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歌
の
小
道

鬼
や
ら
ひ
鼻
先
擦
れ
し
鬼
の
面　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

陀だ

ら

す

け

羅
助
の
ひ
と
り
飛
び
跳
ね
春
隣　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

歩
く
や
う
に
歌
う
や
う
に
と
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

水
仙
や
揺
れ
て
干
物
の
乾
き
を
り　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

鉢
植
ゑ
の
土
を
干
し
た
る
二
日
か
な　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

大
寒
の
無
の
字
の
多
き
写
経
か
な　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

冬
の
朝
目
薬
さ
せ
ば
動
き
だ
す　
　
　
　
　
　
　

松
山
亜
以
子

振
袖
の
畳

た
と
う
が
み

紙
換
へ
春
立
て
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

年
の
豆
手
よ
り
溢
る
る
数
と
な
り　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

七
草
の
か
ゆ
神
仏
に
供
え
け
り

　
　
　

姑は

は母
が
好
み
し
香
り
な
り
せ
ば　
　
　
　
　

段
木
幸
代

批
判
ご
こ
ろ
捨
つ
れ
ば
老
は
待
っ
た
な
し

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
に
嘆
き
コ
ラ
ム
に
首う

な

づ肯
く　
　
　

山
本
綾
子

空
の
藍
稲
穂
の
黄
色
大
鼓
の
音

　
　
　

短
か
き
秋
は
足
早
に
す
ぐ　
　
　
　
　
　
　

吉
村
紀
子

夕
陽
浴
び
池
辺
歩
め
ば
キ
ラ
キ
ラ
と

　
　
　

光
目
に
沁し

む
夕
べ
な
り
け
り　
　
　
　
　
　

今
出
瑞
子

こ
れ
し
き
の
痛
く
な
い
よ
と
強
が
り
も

　
　
　

手
に
し
た
処
方
箋
か
す
か
に
ふ
る
う　
　

笹
田
美
代
子

約
束
を
果
た
せ
る
如
く
水
仙
は

　
　
　

自
然
の
摂
理
と
如
月
に
咲
く　
　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

し
ん
し
ん
と
冷
え
る
朝
は
銀
世
界

　
　
　

人
影
も
な
く
峡か

い

は
し
ず
も
る　
　
　
　
　
　

奥
ふ
み
代

梅
林
は
固
き
蕾
も
開
き
初
め

　
　
　

長の

ど

か閑
な
冬
の
探
梅
日び

よ

り和　
　
　
　
　
　
　
　

森
下
玉
子

亡
き
人
の
声
か
と
も
聞
く
風
の
音

　
　
　

強
く
生
き
よ
と
雨
戸
を
叩
く　
　
　
　
　

上
中
前
澄
子

天文台だより 学校だより

　夜空の星は太陽と同じように、東から昇
り西へと沈む日周運動をしています。緩
やかでも休むことのないこの動きは、望
遠鏡で星を見るには妨げとなります。広
い空のほんの一部分を拡大して見る望遠
鏡にとってこの動きは、眺める範囲（視野）
から星を逃してしまう原因となるのです。
　ゆっくりと星が観察できるよう、星が
視野から逃れてしまわない仕組みが望遠
鏡にはあります。大きく非常に重い望遠
鏡を動かし続けるモーターやギアが、皆
さんが望遠鏡をのぞいている間、休みな
く働いています。
　開設以来 14 年間、休みなく働き続けた
モーターやギアも、もう疲れてきました。
そこで今後もしっかりと働けるよう新し
いものにバトンタッチです。
　14 年間ではじめての大作業となります
ので、２～３月は長めのお休みを頂きま

す。今後とも
皆さんに宇宙
の神秘を感じ
てもらえるよ
う、しっかり
と働ける望遠
鏡に生まれ変
わります。お
楽しみに！

「バトンタッチ」　　　　研究員　小澤友彦

　美里中学校では昨年から生徒会が中心と
なってチューリップの世話をしてきまし
た。「みさとチューリップ園」の運営をし
ていた方にその都度、指導をしてもらいな
がら、植え付けから開花後の摘花、球根の
掘り上げ、選別など行ってきました。球根
の夏越しは、地域の方の協力で少しでもよ
り条件の良いところで保管していただきま
した。
　そして、12 月になってその球根の植え
付けを行いました。夏越しした球根からは
緑色の芽の出ているものもありました。新
たに買い足した球根も合わせて、校庭の花
壇やプランターに植え付けました。
　今は土から少し芽を出したところです
が、４月の初旬には色とりどりの花が咲く
ことを楽しみにしています。プランターに
植えたチューリップはつぼみが出る前に国
道沿いの歩道などに並べる予定です。
　先輩が中心になって世話をしたチュー

リップを後輩が受
け継ぎ、翌年に再
び花を咲かせる。
新しい美里中学校
の伝統が生まれつ
つあります。

「チューリップの植え付け」
紀美野町立美里中学校

望遠鏡からモーターとギアを外
している様子
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子

１月の消防の動き
●火災発生件数…0 件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 30（２） （　） 30（２）
一 般 負 傷 ３（　） （　） ３（　）
交 通 事 故 ４（２） （　） ４（２）
そ の 他 ３（１） （　） ３（１）
合 計 40（５） （　） 40（５）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
22
年
４
月
４
日
（
日
）

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

の
３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の

前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警

防
課
ま
で

（
℡ 

４
８
９―

６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
又
、

現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら

今
年
中
に
２
年
を
迎
え
る

方
は
、
再
講
習
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
春
の
火
災
予
防

運
動
実
施
中
！

　

平
成
22
年
３
月
１
日
（
月
）

か
ら
７
日
（
日
）
ま
で
の
一
週

間
に
わ
た
り
、全
国
一
斉
に「
春

の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
く
、
ま
た
、
季

節
風
の
影
響
に
よ
り
火
災
の
規

模
が
大
き
く
な
り
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る

こ
と
に
よ
り
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故

や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

【
火
の
用
心

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

み
な
さ
ん
の
大
切
な
人
の
命

や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め

に
、
次
に
掲
げ
る
「
火
の
用
心

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」に
留
意
し
、

火
災
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

②
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
。

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火

を
し
な
い
。

⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

３
月
７
日
は

『
消
防
記
念
日
』
で
す

　

昭
和
23
年
３
月
７
日
に
消
防

組
織
法
が
施
行
さ
れ
、
消
防
が

警
察
か
ら
独
立
し
た
の
を
記
念

し
て
、
消
防
に
関
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
る
目
的
で
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。

山
火
事
を
防
止
！

　

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し

て
お
り
、
林
野
火
災
の
発
生
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
山
火
事
は
貴

重
な
緑
を
一
瞬
の
う
ち
に
焼
失

さ
せ
、
大
き
な
被
害
が
出
て
し

ま
い
ま
す
。
森
林
は
き
れ
い
な

空
気
を
生
み
出
し
、
水
を
蓄
え

た
り
、
山
崩
れ
を
防
い
で
く
れ

る
緑
の
宝
物
で
す
。

　

山
火
事
の
原
因
と
し
て
は
、

「
た
き
火
」
や
「
タ
バ
コ
の
火

の
不
始
末
」
な
ど
人
為
的
な
要

因
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
週

末
や
休
日
に
お
け
る
発
生
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
気
を
つ
け
れ
ば
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
災
害
な
の
で
す
。

山
火
事
防
止
の
た
め
に
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科

訓 練 期 間

募 集 期 間
受 講 料

・電気設備科
・CAD製図科
・電気設備科
・CAD製図科
３月12日（金）～4月 9日（金）
無料（但し、テキスト代等は自己負担）

６ケ月
３ケ月
５月７日（金）～10月29日（金）
５月７日（金）～ ７月27日（火）

問い合わせ先
独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター訓練課

℡０７３ー４６１ー１５３２

職業訓練生の募集



2010・315

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
４日（木）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【14日（日）・28日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
５日（金） ９:00 ～ 紀美野町議会（第１回定例会）開会 役場議場 議会事務局 489-5914
８日（月） 町内各中学校卒業式 総務学事課 489-5910
10日（水） 移動町長室【17日（水）】 美里支所 総務課

総務・税務室
489-5912
495-3471

14日（日） ９:00 ～ パークゴルフチャンピオン大会 のかみふれあい公園 生涯学習課 489-5915
17日（水）13:00 ～ 行政相談【～15:00】 中央公民館

美里支所
総務課
総務・税務室

489-5912
495-3471

19日（金） 町内各小学校卒業式 総務学事課 489-5910
21日（日）
　〃　　
　〃　　

10:00 ～
10:00 ～
14:00 ～

生石高原山焼き【予備日28日（日）】
わうフェスタ in スプリング【～22日】
プラネタリウムお披露目イベント

生石高原
県動物愛護センター
みさと天文台

産業課
県動物愛護センター
みさと天文台

489-5901
489-6500
498-0305

24日（水） 神野、毛原保育所卒園式 保健福祉課 489-9960
25日（木） 野上第１、野上第２保育所卒園式 保健福祉課 489-9960

３月

紀美野町の人口

（平成22年１月末現在）
紀美野町面積128.31km2

総人口………… 11,037人
 　男　………… 5,148人
 　女　………… 5,889人
 世帯数………… 4,653世帯

　３月は卒業（園）シーズン。町内でも８日の中学校
を皮切りに、小学校、保育所でそれぞれ卒業（園）式
が行われ、多くの方々が巣立たれます。４月から新し
い学び舎で、希望を胸にがんばって下さい。
　また、21 日（日）には春の風物詩「生石高原山焼き」
が行われ、雄大な山焼き一目見ようと多くの観光客で
にぎわうことでしょう。

編 集 後 記

健康大学のお知らせ
　「いつまでも健康で！」は誰もが願う事です。この大学では、健康に関し、生活の中で気をつ
けてもらいたい内容をお伝えします。下記の場所・日程で開催しますので、ぜひ皆様ご参加下さ
い。お待ちしています！！
（事前のお申し込みが必要です ｡各回とも先着約３０名。すでに２月の回覧でもお知らせしてい
る為、申し込み状況によりお断りさせて頂く場合があります。ご了承下さい。）

日時 場所 内容
３月　２日（火）
午後１時３０分～３時 野上中学校　武道館 リズム体操で身も心もリフレッシュ！～転ばない体づくり～

（上ぐつを持参して下さい。）　　　　　 〈りら創造芸術学園　山上先生〉
３月１２日（金）
午後１時３０分～３時

紀美野町
総合福祉センター

①これは知っておきたい 薬のお話　　 　　 〈海南保健所　辻薬剤師〉
②家庭介護のちょっとした工夫　　　　　　　〈天寿苑　理学療法士〉

★【　下　佐　々　地　区　】

日時 場所 内容
３月　４日（木）
午後１時３０分～３時 大成高校 リズム体操で身も心もリフレッシュ！～転ばない体づくり～

ウォーキング教室　　　　　　　　　　〈りら創造芸術学園　山上先生〉

３月　８日（月）
午前10時3０分～12時 大成高校

①これは知っておきたい 薬のお話　　 　　　〈海南保健所　辻薬剤師〉
②家庭介護のちょっとした工夫　　　　　　　　〈大成高校　畑中先生〉
　～高校生と一緒に介護体験をしよう～

３月１５日（月）
午後１時３０分～３時 動木集会所 ①「脳卒中予防について」のお話　　　　　　　　　　〈岩橋良彦 医師〉

②健康相談　血圧測定等　　　　　　　　　　　　　　　　　〈保健師〉

★【　動　木　地　区　】

◆◆ご注意ください◆◆
・事前のお申し込みをお願いします。
・同じ地区においても、開催場所・時間が違いますのでご注意下さい。
・ご都合のよい場所で参加して頂いて結構です。

お申し込み・お問い合わせ
紀美野町役場　保健福祉課
℡４８９ー９９６０

元気アップ！！
　お役に立つ情報がたくさん

※真国地区は、定員となりました。御了承下さい。



　

２
月
21
日
（
日
）
に
紀
三
井

寺
陸
上
競
技
場
〜
和
歌
山
県
庁

間
で
第
９
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ

ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
、
当
町
か
ら
２
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。
10
区
間
21
・
１

㎞
の
コ
ー
ス
を
小
学
生
４
人
、

中
学
生
６
人
が
選
手
総
勢
38
名

の
思
い
を
込
め
た
「
タ
ス
キ
」

を
つ
な
ぎ
、
Ａ
チ
ー
ム
は
１
時

間
11
分
22
秒
と
い
う
立
派
な
タ

イ
ム
で
、
見
事
６
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　

大
岩
勝
良
監
督
は
「
長
期

に
渡
っ
て
行
っ
て
き
た
練
習

に
も
耐
え
て
、
よ
く
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

◎
区
間
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
１
区　

２
位　

田
伏
雅
也

・
５
区　

１
位　

中
野　

祥

・
10
区　

１
位　

楠
岡
佳
一

◎
５
年
連
続
表
彰

・
楠
岡
佳
一

　

以
下
は
力
走
し
て
く
れ
た
各

区
間
の
選
手
で
す
。

【
Ａ
チ
ー
ム
】

■
一
区　

田
伏
雅
也
（
野
上
中

学
校
３
年
）
■
二
区　

北
ゆ
う

佳
（
野
上
中
学
校
２
年
）
■
三

区　

山
本
紗
矢
香
（
野
上
小
学

校
６
年
）
■
四
区　

前
中　

歩

（
野
上
中
学
校
１
年
）
■
五
区

中
野　

祥（
野
上
中
学
校
２
年
）

■
六
区　

紺
谷
文
香
（
下
神
野

小
学
校
６
年
）
■
七
区　

新
宅

聖
也
（
下
神
野
小
学
校
６
年
）

■
八
区　

細
峪
由
麻
（
野
上
中

学
校
２
年
）
■
九
区　

樋
瀬
大

輝
（
下
神
野
小
学
校
６
年
）
■

十
区　

楠
岡
佳
一
（
野
上
中
学

校
３
年
）

【
Ｂ
チ
ー
ム
】

■
一
区　

池
原
悠
葵
（
野
上
中

学
校
１
年
）
■
二
区　

岩
橋
唯

（
野
上
中
学
校
１
年
）
■
三
区

日
裏
ひ
な
の
（
野
上
小
学
校
５

年
）
■
四
区　

丸
畑
七
海
（
野

上
中
学
校
２
年
）
■
五
区　

三

宅
洋
平
（
野
上
中
学
校
３
年
）

■
六
区　

宇
城
美
月
（
下
神
野

小
学
校
６
年
）
■
七
区　

前
久

保
雄
貴（
下
神
野
小
学
校
５
年
）

■
八
区　

髙
木
彩
雪
莉
（
野
上

中
学
校
１
年
）
■
九
区　

田
伏

俊
輝
（
野
上
小
学
校
６
年
）
■

十
区　

中
谷
風
太
（
野
上
中
学

校
２
年
）

●日　　時　平成22年3月21日（日）　10：00～15：00

2
0
1
0
. 3　

広
報
き
み
の
　
第
5
1
号

第９回市町村対抗ジュニア駅伝競走大会

２年連続で入賞

　今年の生石高原山焼きを、下記のとおり実施します。
　山頂笠石周辺に観光客のための観覧場所を設けてお
りますので、是非ご来場下さい。

［悪天候の場合は、3月 28 日（日）に変更］

●場　　所　生石高原笠石を中心とするススキ草原区域
●行事内容　山焼き （ススキ草原 88,000 ㎡）10：00 ～ 14：10

太鼓演奏 ・・・・・・・・・・10：00 ～ 10：15
無料ぜんざいコーナー ・・・・12：00 ～（無くなり次第終了）

●実施団体　主催：紀美野町・有田川町
後援：和歌山県
協力：紀美野町小川地区、有田川町生石区、紀美野町消防団、有田川町消防団

【お問い合わせ】
紀美野町産業課　℡ 073 ー 489 ー 2430（代）　℡ 073 ー 489 ー 5901（直通）

昨年の山焼きより

生石高原山焼きのお知らせ生石高原山焼きのお知らせ生石高原山焼きのお知らせ

●日　　時　平成22年3月21日（日）　10：00～15：00

競技場をスタートする１区の選手たち
（ゼッケン10-1 が田伏選手）

見事６位でゴールする楠岡選手




